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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽曲に関連するデータを含む多重放送用データを作成する多重放送用データ作成手段と
、
　該多重放送用データ作成手段に前記楽曲に関連するデータを提供するデータ提供手段と
、
　前記多重放送用データ作成手段で作成された前記多重放送用データをＦＭ多重放送によ
り、ＦＭ多重放送受信機能を有した端末装置に対して配信するＦＭ多重放送手段とを含ん
で構成される楽曲データ配信システムであって、
　前記データ提供手段には、楽曲の歌詞データを提供する歌詞データ提供手段、及び／又
は楽曲が収録された音楽メディアのジャケット画像データを提供するジャケット画像提供
手段と、曲やアルバムのタイトルデータを含む曲名データを提供する曲名データ提供手段
とが含まれ、
　前記多重放送用データ作成手段が、第１の多重放送用データとして、前記歌詞データ提
供手段から提供された歌詞データ、及び／又は前記ジャケット画像提供手段から提供され
たジャケット画像データに、当該データに対応する前記曲名データとリンクさせるための
リンクＩＤを付与したデータを作成する第１のデータ作成手段と、第２の多重放送用デー
タとして、前記曲名データ提供手段から提供された曲名データに、当該データに対応する
前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとリンクさせるためのリンクＩＤを
付与したデータを作成する第２のデータ作成手段とを備え、
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　前記ＦＭ多重放送手段が、前記第１のデータ作成手段により作成された前記第１の多重
放送用データを放送番組と関連させることなく放送波に重畳する第１のデータ多重手段と
、前記第２のデータ作成手段により作成された前記第２の多重放送用データを放送番組と
関連させることなく放送波に重畳する第２のデータ多重手段とを備え、
　前記第１のデータ多重手段と前記第２のデータ多重手段とにより放送番組と関連させる
ことなく放送波に重畳して配信された前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像デー
タと、前記曲名データとが、前記端末装置において、受信された後、対応するデータベー
スにそれぞれ登録され、これらデータベースから読み出される場合に、互いの前記リンク
ＩＤに基づいてリンクされるように構成されていることを特徴とする楽曲データ配信シス
テム。
【請求項２】
　前記第１のデータ作成手段が、前記音楽メディア単位で前記第１の多重放送用データを
作成するものであり、
　前記第１のデータ多重手段が、前記第１のデータ作成手段により作成された前記第１の
多重放送用データを、前記音楽メディア単位で放送番組と関連させることなく放送波に重
畳するものであることを特徴とする請求項１記載の楽曲データ配信システム。
【請求項３】
　前記ジャケット画像提供手段から提供される前記ジャケット画像データには、前記音楽
メディアの宣伝情報が付与されていることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の楽曲
データ配信システム。
【請求項４】
　前記第２のデータ作成手段が、前記音楽メディア単位で前記第２の多重放送用データを
作成するものであり、
　前記第２のデータ多重手段が、前記第２のデータ作成手段により作成された前記第２の
多重放送用データを、前記音楽メディア単位で放送番組と関連させることなく放送波に重
畳するものであることを特徴とする請求項１～３のいずれかの項に記載の楽曲データ配信
システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかの項に記載の楽曲データ配信システムに対応した端末装置であ
って、
　前記ＦＭ多重放送手段から送信された放送波を受信し、該受信した放送波に放送番組と
関連させることなく多重された前記第１の多重放送用データと前記第２の多重放送用デー
タとを抽出する多重放送受信手段と、
　該多重放送受信手段により抽出された前記第１の多重放送用データと前記第２の多重放
送用データとをそれぞれに対応するデータベースに記憶する記憶処理手段と、
　該記憶処理手段により記憶された前記第１の多重放送用データに含まれる前記歌詞デー
タ及び／又は前記ジャケット画像データと、前記第２の多重放送用データに含まれる曲名
データとを、それぞれに対応するデータベースから読み出す場合に互いの前記リンクＩＤ
を基にリンクさせるデータリンク手段と、
　該データリンク手段によりリンクされた前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像
データと、前記曲名データとを用いた処理を行うデータ処理手段とを備えていることを特
徴とする端末装置。
【請求項６】
　前記音楽メディアからデータを読み出す読出手段を備え、
　前記データリンク手段が、前記読出手段によりデータが読み出された前記音楽メディア
に対応する前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを
、互いの前記リンクＩＤを基にリンクさせるものであり、
　前記データ処理手段が、前記データリンク手段によりリンクされた前記音楽メディアに
対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを用
いて、曲の選択画面又は再生画面を表示する処理を行うものであることを特徴とする請求
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項５記載の端末装置。
【請求項７】
　前記音楽メディアからデータを読み出す読出手段と、
　該読出手段により読み出されたデータを記憶手段に録音する録音手段とを備え、
　前記データリンク手段が、前記読出手段によりデータが読み出された前記音楽メディア
に対応する前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを
、互いの前記リンクＩＤを基にリンクさせるものであり、
　前記データ処理手段が、前記データリンク手段によりリンクされた前記音楽メディアに
対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを、
前記録音手段により録音される前記音楽メディアのデータに付与して前記記憶手段に記憶
する処理を行うものであることを特徴とする請求項５記載の端末装置。
【請求項８】
　前記記憶手段に録音された音楽データを再生する場合に、前記データ処理手段が、前記
データリンク手段によりリンクされた前記音楽メディアに対応した前記曲名データと、前
記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを用いて、曲の選択画面又は再生画
面を表示する処理を行うものであることを特徴とする請求項７記載の端末装置。
【請求項９】
　前記データ処理手段が、受信情報を確認する操作が検出されると、前記データリンク手
段によりリンクされたデータを用いて、受信した前記第１の多重放送用データ及び／又は
前記第２の多重放送用データの内容を報知する画面を表示する処理を行うものであること
を特徴とする請求項５記載の端末装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は楽曲データ配信システム、及び端末装置に関し、より詳細には、楽曲に関連す
るデータを多重放送により配信する楽曲データ配信システム、及び該楽曲データ配信シス
テムにより配信された楽曲に関連するデータを利用可能な端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来からＦＭ放送局では、ＦＭ放送に多重して、天気予報、ニュース、交通情報、及び
放送中のラジオ番組に関連した情報（例えば、放送中の音楽の曲名等）などを文字情報と
して送信する文字多重放送サービスが行われている。また、これらの情報を受信して表示
画面に文字情報を表示するＦＭ多重放送受信機を備えた装置が製品化されている。
【０００３】
  また、アルバムや曲のタイトルデータを含む曲名データベースをＦＭ多重放送により配
信するサービスも開始されており、配信された曲名データベースを利用して、例えばＣＤ
を再生又は選曲する際に、アルバムや曲のタイトルを表示させることが可能な端末装置も
製品化されている。
【０００４】
  また最近では、パソコンなどを利用してインターネットに接続し、レコード会社などの
サイトからＣＤジャケット画像や歌詞データを入手することができるようになっている。
例えば、下記の特許文献１では、テレビやラジオで放送中の曲が気に入り、その曲の音楽
データを入手するために、ユーザ端末からインターネット等のネットワークを介して配信
事業者のサイトにアクセスし、該サイトのＷｅｂページ上に表示された放送中の曲名リス
トから該当する曲名コードをユーザが選択することで、該曲名コードにリンクされた音楽
データ（オーディオデータ、歌詞データ、及びジャケット画像データを含む）をユーザ端
末に配信する方法が開示されている。
【０００５】
  このように曲名データベースは既にＦＭ多重放送により配信されており、インターネッ
トを通じてダウンロードしなくても入手できるようになっているが、ＣＤジャケット画像
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や歌詞情報を入手するには、特許文献１に記載されているように、ユーザ端末をインター
ネットに接続できる環境が必要であり、インターネットに接続できないユーザ端末では、
ＣＤジャケット画像や歌詞情報を直接入手することができず、また、ユーザ側から要求す
るための操作が必要であり、インターネットを利用するための知識なども必要であった。
また、特許文献１では、入手したＣＤジャケット画像や歌詞情報の端末側での利用方法に
ついては、何ら開示されていない。
【０００６】
  また、上記したように、曲名データベースを利用して、ＣＤ等を再生又は選曲する際に
、アルバムや曲のタイトルを表示させることが可能な端末装置も実用化されているが、ア
ルバムや曲のタイトルだけでは、例えば、曲の歌詞は知っているが、その曲のタイトルを
知らない場合、或はアルバム名は知らないが、そのアルバムジャケットは知っている場合
には、それらの聴きたい曲やアルバムを的確に選択することができず、無駄な選択操作を
繰り返さなければならなかった。
【０００７】
  また、従来からレコード会社などが行う音楽メディアの販売プロモーションは、さまざ
まな方法で行われているが、車の乗員を対象にしたプロモーションは、ＦＭ放送等を通じ
た音声によるもの、又はＦＭ放送中の曲と関連した文字データによるものに限られており
、ＣＤ販売店等における写真広告や雑誌媒体などを通じたプロモーションと比較して、十
分なプロモーション効果が得られていないという課題があった。
【特許文献１】特開２００２－９９２８４号公報
【発明の開示】
【課題を解決するための手段及びその効果】
【０００８】
  本発明は上記課題に鑑みなされたものであって、ユーザ側から通信ネットワークに接続
してデータの要求を行わなくても、曲の選択等に利用可能な歌詞やジャケット画像のデー
タをユーザ側に提供するサービスを実現することができ、また、車の乗員等に対しても視
覚的な効果を高めた音楽メディアのプロモーションを行うことができる楽曲データ配信シ
ステム、及び通信ネットワークへの接続などの面倒な操作や作業をユーザが行うことなく
、歌詞やジャケット画像のデータを自動的に入手することができ、該入手した歌詞やジャ
ケット画像のデータを利用して、聴きたい曲やアルバムを選択し易くすることができ、使
い勝手を一層向上させることができる端末装置を提供することを目的としている。
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明に係る楽曲データ配信システム（１）は、楽曲に関連
するデータを含む多重放送用データを作成する多重放送用データ作成手段と、該多重放送
用データ作成手段に前記楽曲に関連するデータを提供するデータ提供手段と、前記多重放
送用データ作成手段で作成された前記多重放送用データをＦＭ多重放送により、ＦＭ多重
放送受信機能を有した端末装置に対して配信するＦＭ多重放送手段とを含んで構成される
楽曲データ配信システムであって、前記データ提供手段には、楽曲の歌詞データを提供す
る歌詞データ提供手段、及び／又は楽曲が収録された音楽メディアのジャケット画像デー
タを提供するジャケット画像提供手段と、曲やアルバムのタイトルデータを含む曲名デー
タを提供する曲名データ提供手段とが含まれ、前記多重放送用データ作成手段が、第１の
多重放送用データとして、前記歌詞データ提供手段から提供された歌詞データ、及び／又
は前記ジャケット画像提供手段から提供されたジャケット画像データに、当該データに対
応する前記曲名データとリンクさせるためのリンクＩＤを付与したデータを作成する第１
のデータ作成手段と、第２の多重放送用データとして、前記曲名データ提供手段から提供
された曲名データに、当該データに対応する前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画
像データとリンクさせるためのリンクＩＤを付与したデータを作成する第２のデータ作成
手段とを備え、前記ＦＭ多重放送手段が、前記第１のデータ作成手段により作成された前
記第１の多重放送用データを放送番組と関連させることなく放送波に重畳する第１のデー
タ多重手段と、前記第２のデータ作成手段により作成された前記第２の多重放送用データ
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を放送番組と関連させることなく放送波に重畳する第２のデータ多重手段とを備え、前記
第１のデータ多重手段と前記第２のデータ多重手段とにより放送番組と関連させることな
く放送波に重畳して配信された前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データと、
前記曲名データとが、前記端末装置において、受信された後、対応するデータベースにそ
れぞれ登録され、これらデータベースから読み出される場合に、互いの前記リンクＩＤに
基づいてリンクされるように構成されていることを特徴としている。
【００１０】
　上記楽曲データ配信システム（１）によれば、前記歌詞データ提供手段から前記歌詞デ
ータ、及び／又は前記ジャケット画像提供手段から前記ジャケット画像データと、前記曲
名データ提供手段から前記曲名データとが前記多重放送用データ作成手段に提供される。
また、該多重放送用データ作成手段の前記第１のデータ作成手段により、前記歌詞データ
及び／又は前記ジャケット画像データに、当該データに対応する前記曲名データとリンク
させるためのリンクＩＤが付与された第１の多重放送用データが作成され、前記第２のデ
ータ作成手段により、前記曲名データに、当該データに対応する前記歌詞データ及び／又
は前記ジャケット画像データとリンクさせるためのリンクＩＤが付与された第２の多重放
送用データが作成される。
　そして、前記ＦＭ多重放送手段の前記第１のデータ多重手段により、前記第１のデータ
作成手段により作成された前記第１の多重放送用データが放送番組と関連させることなく
放送波に重畳され、多重放送される一方、前記第２のデータ多重手段により、前記第２の
データ作成手段により作成された前記第２の多重放送用データが放送番組と関連させるこ
となく放送波に重畳され、多重放送される。
　したがって、このようなＦＭ多重放送を利用することにより、前記端末装置に面倒なデ
ータ取得操作や作業を行わせることなく、広範囲で簡単に、放送番組と関連させることな
く前記歌詞データや前記ジャケット画像データを提供するサービスを実現することができ
る。なお放送波に重畳される前記第１、第２の多重放送用データは、放送中の番組内容と
は関連しないデータである。また、前記第１の多重放送用データを構成する前記歌詞デー
タ及び／又は前記ジャケット画像データには、当該データに対応する前記曲名データとリ
ンクさせるためのリンクＩＤが付与され、また、前記第２の多重放送用データを構成する
前記曲名データには、当該データに対応する前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画
像データとリンクさせるためのリンクＩＤが付与されているので、前記端末装置において
前記音楽メディアを再生する場合などに、データベースにそれぞれ登録された前記曲名デ
ータと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを、これらデータベース
から読み出す場合に互いの前記リンクＩＤに基づいてリンクさせることが可能になり、前
記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データを利用した曲の選択等が可能になり、
聴きたい曲の選択等を容易に行わせることができるようになる。
【００１１】
　また本発明に係る楽曲データ配信システム（２）は、上記楽曲データ配信システム（１
）において、前記第１のデータ作成手段が、前記音楽メディア単位で前記第１の多重放送
用データを作成するものであり、前記第１のデータ多重手段が、前記第１のデータ作成手
段により作成された前記第１の多重放送用データを、前記音楽メディア単位で放送番組と
関連させることなく放送波に重畳するものであることを特徴としている。
【００１２】
　上記楽曲データ配信システム（２）によれば、前記第１のデータ作成手段により、前記
音楽メディア単位で前記第１の多重放送用データが作成され、前記第１のデータ多重手段
により、前記第１のデータ作成手段により作成された前記第１の多重放送用データが、前
記音楽メディア単位で放送番組と関連させることなく放送波に重畳されるので、前記多重
放送手段における多重放送にかかる負荷を低減させることができ、前記端末装置に対して
は、前記音楽メディア単位で前記第１の多重放送用データを受信させることができ、前記
第１の多重放送用データを入手するために、長時間連続して多重放送を受信させる必要が
なく、前記第１の多重放送用データを効率よく入手させることができるシステムを実現す
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ることができる。
【００１３】
  また本発明に係る楽曲データ配信システム（３）は、上記楽曲データ配信システム（１
）又は（２）において、前記ジャケット画像提供手段から提供される前記ジャケット画像
データには、前記音楽メディアの宣伝情報が付与されていることを特徴としている。
【００１４】
　上記楽曲データ配信システム（３）によれば、前記ジャケット画像提供手段から提供さ
れる前記ジャケット画像データに前記音楽メディアの宣伝情報が付与されているので、前
記第１のデータ作成手段により、前記ジャケット画像データに前記音楽メディアの宣伝情
報が付与された前記第１の多重放送用データが作成され、前記多重放送手段により、前記
ジャケット画像データに前記音楽メディアの宣伝情報が付与された多重放送用データが放
送される。したがって、前記端末装置に対して、前記ジャケット画像データに前記音楽メ
ディアの宣伝情報が付与された多重放送用データを配信することができ、前記ジャケット
画像データと前記音楽メディアの宣伝情報とを利用した、視覚的な効果を高めた音楽メデ
ィアの販売プロモーションを行うことが可能となる。
【００１９】
　また本発明に係る楽曲データ配信システム（４）は、上記楽曲データ配信システム（１
）～（３）のいずれかにおいて、前記第２のデータ作成手段が、前記音楽メディア単位で
前記第２の多重放送用データを作成するものであり、前記第２のデータ多重手段が、前記
第２のデータ作成手段により作成された前記第２の多重放送用データを、前記音楽メディ
ア単位で放送番組と関連させることなく放送波に重畳するものであることを特徴としてい
る。
【００２０】
　上記楽曲データ配信システム（４）によれば、前記第２のデータ作成手段により、前記
音楽メディア単位で前記第２の多重放送用データが作成され、前記第２のデータ多重手段
により、前記第２のデータ作成手段により作成された前記第２の多重放送用データが、前
記音楽メディア単位で放送番組と関連させることなく放送波に重畳して放送されるので、
前記多重放送手段における多重放送にかかる負荷を低減させることができ、前記端末装置
に対しては、前記音楽メディア単位で前記第２の多重放送用データを受信させることがで
き、前記第２の多重放送用データを入手するために、長時間連続して多重放送を受信させ
る必要がなく、前記第２の多重放送用データを効率よく入手させることができるシステム
を実現することができる。
【００２１】
　また本発明に係る端末装置（１）は、上記楽曲データ配信システム（１）～（４）のい
ずれかに対応した端末装置であって、前記ＦＭ多重放送手段から送信された放送波を受信
し、該受信した放送波に放送番組と関連させることなく多重された前記第１の多重放送用
データと前記第２の多重放送用データとを抽出する多重放送受信手段と、該多重放送受信
手段により抽出された前記第１の多重放送用データと前記第２の多重放送用データとをそ
れぞれに対応するデータベースに記憶する記憶処理手段と、該記憶処理手段により記憶さ
れた前記第１の多重放送用データに含まれる前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画
像データと、前記第２の多重放送用データに含まれる曲名データとを、それぞれに対応す
るデータベースから読み出す場合に互いの前記リンクＩＤを基にリンクさせるデータリン
ク手段と、該データリンク手段によりリンクされた前記歌詞データ及び／又は前記ジャケ
ット画像データと、前記曲名データとを用いた処理を行うデータ処理手段とを備えている
ことを特徴としている。
【００２２】
　上記端末装置（１）によれば、前記多重放送受信手段を通じて、前記ＦＭ多重放送手段
から送信された放送波を受信し、該受信した放送波に放送番組と関連させることなく多重
された前記第１の多重放送用データと前記第２の多重放送用データとを抽出するので、イ
ンターネットなどの通信ネットワークに接続する面倒な操作や作業をユーザに行わせるこ
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となく、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データと、前記曲名データとを自
動的に入手することができる。また、放送波を利用することで、通信費を負担することな
く前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データと、前記曲名データとを入手する
ことができる。また、前記記憶処理手段によりそれぞれに対応するデータベースに記憶さ
れている前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データと、前記曲名データとを、
これらデータベースから読み出す場合に互いの前記リンクＩＤを基にリンクさせることが
でき、該リンクされた前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データと、前記曲名
データとを用いた処理を行うことが可能となり、前記曲名データと、前記歌詞データ及び
／又は前記ジャケット画像データとをリンクさせた様々な処理を実現することができる。
【００２３】
　また本発明に係る端末装置（２）は、上記端末装置（１）において、前記音楽メディア
からデータを読み出す読出手段を備え、前記データリンク手段が、前記読出手段によりデ
ータが読み出された前記音楽メディアに対応する前記曲名データと、前記歌詞データ及び
／又は前記ジャケット画像データとを、互いの前記リンクＩＤを基にリンクさせるもので
あり、前記データ処理手段が、前記データリンク手段によりリンクされた前記音楽メディ
アに対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データと
を用いて、曲の選択画面又は再生画面を表示する処理を行うものであることを特徴として
いる。
【００２４】
　上記端末装置（２）によれば、前記データ処理手段が、前記データリンク手段によりリ
ンクされた前記音楽メディアに対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前
記ジャケット画像データとを用いて、曲の選択画面又は再生画面を表示する処理を行うも
のであるので、曲の選択画面又は再生画面にアルバムや曲のタイトルだけでなく、曲の歌
詞やジャケット画像を表示させることができ、ユーザは、音楽メディアに関連した、より
多くの情報を参照することができる。例えば、曲の歌詞（歌い出しやさび部分など）を表
示することで、曲のタイトルだけでは選択したい曲が分からない場合でも、曲の歌詞から
聴きたい曲を的確に選択することができるようになり、また、ジャケット画像を表示する
ことで、アルバムのタイトルだけでは選択したいアルバムが分からない場合でも、ジャケ
ット画像から聴きたいアルバムを的確に選択することができるようになる。
【００２５】
　また本発明に係る端末装置（３）は、上記端末装置（１）において、前記音楽メディア
からデータを読み出す読出手段と、該読出手段により読み出されたデータを記憶手段に録
音する録音手段とを備え、前記データリンク手段が、前記読出手段によりデータが読み出
された前記音楽メディアに対応する前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジ
ャケット画像データとを、互いの前記リンクＩＤを基にリンクさせるものであり、前記デ
ータ処理手段が、前記データリンク手段によりリンクされた前記音楽メディアに対応した
前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを、前記録音
手段により録音される前記音楽メディアのデータに付与して前記記憶手段に記憶する処理
を行うものであることを特徴としている。
【００２６】
　上記端末装置（３）によれば、前記データ処理手段が、前記データリンク手段によりリ
ンクされた前記音楽メディアに対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前
記ジャケット画像データとを、前記録音手段により録音される前記音楽メディアのデータ
に付与して前記記憶手段に記憶する処理を行うものであるので、前記読出手段によりデー
タが読み出された音楽メディア（例えば音楽ＣＤ）に対応するアルバムや曲のタイトルだ
けでなく、曲の歌詞データやジャケット画像データも前記音楽メディアのデータに付与し
て記憶させることができ、前記音楽メディアのデータに、前記曲名データと、前記歌詞デ
ータ及び／又は前記ジャケット画像データとをリンクさせた音楽データベースを構築する
ことができる。
【００２７】
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　また本発明に係る端末装置（４）は、上記端末装置（３）において、前記記憶手段に録
音された音楽データを再生する場合に、前記データ処理手段が、前記データリンク手段に
よりリンクされた前記音楽メディアに対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／
又は前記ジャケット画像データとを用いて、曲の選択画面又は再生画面を表示する処理を
行うものであることを特徴としている。
【００２８】
　上記端末装置（４）によれば、前記記憶手段に録音された音楽データを再生する場合に
、前記データ処理手段が、前記データリンク手段によりリンクされた前記音楽メディアに
対応した前記曲名データと、前記歌詞データ及び／又は前記ジャケット画像データとを用
いて、曲の選択画面又は再生画面を表示する処理を行うものであるので、曲の選択画面又
は再生画面にアルバムや曲のタイトルだけでなく、曲の歌詞やジャケット画像を表示させ
ることができ、例えば、曲の歌詞（歌い出しやさび部分など）を表示することで、曲のタ
イトルだけでは選択したい曲が分からない場合でも、曲の歌詞から聴きたい曲を的確に選
択することができるようになり、また、ジャケット画像を表示することで、アルバムのタ
イトルだけでは選択したいアルバムが分からない場合でも、ジャケット画像から聴きたい
アルバムを的確に選択することができるようになる。すなわち、録音された前記音楽メデ
ィアのデータの中から聴きたいアルバムや曲を選択する場合などに、アルバムや曲のタイ
トルだけでなく、曲の歌詞やジャケット画像を利用した選曲が可能になり、曲の歌詞やジ
ャケット画像で選曲したいというユーザのニーズに応えることができ、多様な選曲方法を
実現することができる。
【００２９】
  また本発明に係る端末装置（５）は、上記端末装置（１）において、前記データ処理手
段が、受信情報を確認する操作が検出されると、前記データリンク手段によりリンクされ
たデータを用いて、受信した前記第１の多重放送用データ及び／又は前記第２の多重放送
用データの内容を報知する画面を表示する処理を行うものであることを特徴としている。
【００３０】
  上記端末装置（５）によれば、前記データ処理手段が、受信情報を確認する操作が検出
されると、前記データリンク手段によりリンクされたデータを用いて、受信した前記第１
の多重放送用データ及び／又は前記第２の多重放送用データの内容を報知する画面を表示
する処理を行うものであるので、受信内容を報知する画面にアルバムや曲のタイトルだけ
でなく、歌詞やジャケット画像、さらにアルバムの宣伝情報などを表示させることができ
、歌詞やジャケット画像から受信したデータの内容を確認させることができるとともに、
端末装置のユーザに対して視覚的な効果を高めた音楽メディアのプロモーションを行うこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
  以下、本発明に係る楽曲データ配信システム、及び端末装置の実施の形態を図面に基づ
いて説明する。図１は、実施の形態に係る楽曲データ配信システムの概略構成を示した図
である。
【００３２】
　楽曲データ配信システム１は、楽曲に関連するデータを含むＦＭ多重放送用データを作
成する機能を有した多重放送用データ作成手段１０と、多重放送用データ作成手段１０に
前記楽曲に関連するデータを提供する機能を有したデータ提供手段２０と、多重放送用デ
ータ作成手段１０により作成されたＦＭ多重放送用データを多重放送により、多重放送受
信機能を有した端末装置４０に対して配信する機能を有したＦＭ多重放送手段３０とを含
んで構成されており、これらは通信ネットワーク２を介して接続されている。
【００３３】
　多重放送用データ作成手段１０は、第１の多重放送用データベース（ＤＢ）作成サーバ
１１と、第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１２とを含んで構成されている。第１の多重放
送用ＤＢ作成サーバ１１は、本サービスの実現に必要なＦＭ多重放送用の歌詞・ジャケッ
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ト画像ＤＢ１３を作成するとともに、歌詞・ジャケット画像ＤＢ２５のデータを通信ネッ
トワーク２を介してＦＭ多重放送手段３０へ提供する機能を有している。第２の多重放送
用ＤＢ作成サーバ１２は、ＦＭ多重放送用の曲名ＤＢ１４を作成するとともに、曲名ＤＢ
１４のデータを通信ネットワーク２を介してＦＭ多重放送手段３０へ提供する機能を有し
ている。
【００３４】
　データ提供手段２０には、歌詞データ提供サーバ２１と、ジャケット画像提供サーバ２
２と、曲名データ提供サーバ２３とが含まれている。歌詞データ提供サーバ２１は、音楽
ＣＤ単位で楽曲の歌詞データ（発売前の音楽ＣＤの歌詞データも含まれる）が多数登録さ
れた歌詞ＤＢ２４を備えており、歌詞ＤＢ２４のデータを通信ネットワーク２を介して第
１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１へ提供する機能を有している。なお、前記歌詞データ
には、その曲が収録されている音楽ＣＤを識別するためのデータが含まれている。
【００３５】
　ジャケット画像提供サーバ２２は、音楽ＣＤのジャケット画像データ（発売前の音楽Ｃ
Ｄのジャケット画像データも含まれる）が多数登録されたジャケット画像ＤＢ２５を備え
ており、ジャケット画像ＤＢ２５のデータを通信ネットワーク２を介して第１の多重放送
用ＤＢ作成サーバ１１へ提供する機能を有している。なお、前記ジャケット画像データに
は、そのジャケット画像に対応する音楽ＣＤを識別するためのデータが含まれており、ま
た、提供するジャケット画像データに、音楽ＣＤの宣伝情報（例えば新譜の発売日など）
を付加情報として付与することも可能になっている。
【００３６】
　また、曲名データ提供サーバ２３は、音楽ＣＤ単位でアルバムや曲のタイトルデータ（
曲名データ）などが多数登録された曲名ＤＢ２６を備えており、曲名ＤＢ２６のデータを
通信ネットワーク２を介して第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１２へ提供する機能を有し
ている。なお、前記曲名データには、その曲が収録された音楽ＣＤを識別するためのデー
タが含まれている。
【００３７】
　また、多重放送用データ作成手段１０を構成する第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１
は、歌詞データ提供サーバ２１から提供された音楽ＣＤ単位の歌詞データ、及びジャケッ
ト画像提供サーバ２２から提供された音楽ＣＤ単位のジャケット画像データの中から、同
じ音楽ＣＤの歌詞データとジャケット画像データとを抽出し、抽出された音楽ＣＤ単位の
歌詞データ及びジャケット画像データを含むデータに、該データに対応した音楽ＣＤとリ
ンクさせるためのリンクＩＤ（すなわち、その音楽ＣＤの曲名データとリンク可能なＩＤ
）を付与した多重放送用データを作成して、ＦＭ多重放送用の歌詞・ジャケット画像ＤＢ
１３に登録する。そして、所定のタイミング等に基づいて、歌詞・ジャケット画像ＤＢ１
３に登録された所定数量の多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを通信ネットワーク
２を介してＦＭ多重放送手段３０へ提供するようになっている。
【００３８】
　また、第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１２は、曲名データ提供サーバ２３から提供さ
れた音楽ＣＤ単位の曲名データ（ＴＯＣ情報が含まれている）に、該曲名データに対応し
た音楽ＣＤとリンクさせるためのリンクＩＤ（すなわち、その音楽ＣＤの歌詞・ジャケッ
ト画像データとリンク可能なＩＤ）を付与したデータを作成して、ＦＭ多重放送用の曲名
ＤＢ１４に登録する。そして、所定のタイミング等に基づいて、ＦＭ多重放送用の曲名Ｄ
Ｂ１４に登録された所定数量の多重放送用の曲名データを通信ネットワーク２を介してＦ
Ｍ多重放送手段３０へ提供するようになっている。
【００３９】
　ＦＭ放送局などに装備されたＦＭ多重放送手段３０は、第１、第２の多重放送用データ
作成サーバ１１、１２との間の通信制御や、第１、第２の多重放送用データ作成サーバ１
１、１２から提供された多重放送用データを多重化部３４に送出して放送する制御などを
行う放送局サーバ３１と、第１、第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１、１２から提供さ
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れた多重放送用の歌詞・ジャケット画像データや曲名データが格納される多重放送用デー
タ記憶部３２と、マイクやＣＤなどから放送番組の音声を入力する音声入力部３３と、放
送局サーバ３１から送出された多重放送用データと音声入力部３３から入力された音声信
号とを多重化する多重化部３４と、多重化部３４で多重化されたＦＭ放送信号をアンテナ
３６を介して送信するＦＭ送信機３５とを含んで構成されている。
【００４０】
　なお、多重化部３４では、音楽ＣＤ単位で作成された歌詞・ジャケット画像データや曲
名データを１単位の多重データとし、所定数量の多重データを順次多重化していくように
制御されている。また、多重化される多重放送用データは、音声入力部３３から入力され
る音声信号の内容と関連していないデータである。
【００４１】
　また、車両Ｍには、ＦＭ多重放送手段３０から送信された放送波を受信可能なＦＭ多重
受信機能を有する端末装置４０が搭載されている。図２は、実施の形態に係る楽曲データ
配信システム１に対応した端末装置４０の要部を概略的に示したブロック図である。
【００４２】
　端末装置４０は、アンテナ４１を介してＡＭ／ＦＭ放送波を受信するためのラジオ受信
部４２と、アンテナ４１を介してＦＭ多重放送波を受信し、受信したＦＭ多重放送波から
多重データを抽出するＦＭ多重受信部４３と、音楽ＣＤ４４からデータを読み出して再生
を行うためのＣＤドライブ４５と、液晶ディスプレイを含んで構成される表示部４６と、
表示部４６に配設されたタッチパネルや各種ボタンスイッチ（いずれも図示せず）を含ん
で構成される操作部４７と、大容量記憶手段であるハードディスク装置４８（ＨＤＤ）と
、ＣＰＵ、ＲＡＭ及びＲＯＭ（いずれも図示せず）を含んで構成され、各部の動作を制御
するマイコン４９とを含んで構成されている。また、端末装置４０には、図示しないアン
プやスピーカが接続されており、音声が出力できるようになっている。
【００４３】
　ＦＭ多重受信部４３は、ＦＭ受信部と、中間周波増幅・検波回路と、ＦＭ多重デコード
部と（いずれも図示せず）を含んで構成されており、ＦＭ受信部では、指定された受信周
波数のＦＭ放送波を受信し、中間周波信号に周波数変換して出力する。中間周波増幅・検
波回路では、ＦＭ受信部から出力された中間周波信号を増幅し、その後検波してＦＭ検波
信号を出力する。ＦＭ多重デコード部は、中間周波増幅・検波回路から出力されたＦＭ検
波信号から多重された情報を抽出して復号化し、復号化されたデータがマイコン４９に入
力され、抽出されたデータがＨＤＤ４８に記憶されるようになっている。
【００４４】
　ＨＤＤ４８には、ＦＭ多重受信部４３を介して取得した歌詞・ジャケット画像データが
記憶される歌詞・ジャケット画像ＤＢ５１と、アルバムや曲のタイトルデータが予め多数
収録され、ＦＭ多重受信部４３を介して取得した曲名データが記憶される曲名ＤＢ５２と
が含まれている。
【００４５】
　マイコン４９は、ＣＤドライブ４５で音楽ＣＤ４４のデータが読み出された場合、音楽
ＣＤ４４のＴＯＣ（Table Of Contents ）情報を基に、曲名ＤＢ５２から音楽ＣＤ４４に
対応する曲名データを抽出し、抽出された曲名データに付与されたリンクＩＤを基に、歌
詞・ジャケット画像ＤＢ５１から前記抽出された曲名データと同じリンクＩＤが付与され
た歌詞・ジャケット画像データを抽出し、抽出された曲名データと歌詞・ジャケット画像
データとを用いて、音楽ＣＤ４４の選曲メニュー画面や再生メニュー画面を表示部４６に
表示する処理を行うようになっている。
【００４６】
　図３は、表示部４６に表示された選曲メニュー画面の表示例を示した図であり、ユーザ
は、この画面を通じて、音楽ＣＤ４４のアルバム名、アーティスト名、曲名、さらに各曲
の歌詞（歌い出し部分）を確認することができるようになっており、曲名は知らないが、
歌い出しの歌詞を知っているような曲の選択が容易に行えるようになっている。また、画
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面に表示された「ジャケット」ボタンが入力されると、音楽ＣＤ４４のジャケット画像が
表示されるようになっている。また、聴きたい曲を選択後、「再生」ボタンが入力される
と、再生曲の歌詞やジャケット画像が再生画面として表示されるようになっている。
【００４７】
　また、マイコン４９は、ＣＤドライブ４５で読み出された音楽ＣＤ４４のデータをＨＤ
Ｄ４８に録音していく処理を行う機能を有しており、ＨＤＤ４８には、ＣＤドライブ４５
で読み出された音楽ＣＤ４４のデータなどが収録される音楽ＤＢ５３がさらに設けられて
いる。マイコン４９は、ＣＤドライブ４５で読み出された音楽ＣＤ４４のデータをＨＤＤ
４８に録音する場合、ＨＤＤ４８内の曲名ＤＢ５２及び歌詞・ジャケット画像ＤＢ５１か
ら抽出された、音楽ＣＤ４４に対応した曲名データ及び歌詞・ジャケット画像データを、
録音される音楽ＣＤ４４のデータ（音楽データ）に付与して音楽ＤＢ５３に記憶する処理
を行うようになっている。
【００４８】
  また、マイコン４９は、音楽ＤＢ５３の音楽データを再生する操作を検出した場合、音
楽ＤＢ５３に収録された音楽データに付与された、曲名データ及び歌詞・ジャケット画像
データを用いて、聴きたいアルバムや曲を選択させるための選曲メニュー画面を表示する
処理を行うようになっている。
【００４９】
　図４は、表示部４６に表示された選曲メニュー画面（アルバム選択画面）の表示例を示
した図であり、音楽ＤＢ５３に収録されている音楽ＣＤのジャケット画像と、アルバム名
及び歌手名とがリスト表示されるようになっており、ユーザは、この画面を通じて、ジャ
ケット画像を参照しながら聴きたいアルバムを選択することができるようになっている。
そして、聴きたいアルバムのジャケット画像を選択した後、「再生」ボタンが入力される
と、選択されたアルバムの再生が開始されるようになっている。また、聴きたいアルバム
のジャケット画像を選択した後、「選曲」ボタンが入力されると、図３に示したものと同
様なアルバム内の選曲メニュー画面が表示されるようになっている。
【００５０】
　また、所定のメニュー画面を通じて、受信した多重放送用データの内容を確認する操作
が検出された場合、マイコン４９は、所定日数以内に歌詞・ジャケット画像ＤＢ５１に新
しく記憶された歌詞・ジャケット画像データを読み出し、曲名ＤＢ５２から前記読み出さ
れた歌詞・ジャケット画像データと同じリンクＩＤが付与された曲名データを抽出し、抽
出された曲名データと歌詞・ジャケット画像データとを用いて、新しく記憶された多重放
送用データの内容をユーザに確認させる画面を表示する処理を行うようになっている。
【００５１】
　図５（ａ）、（ｂ）は、表示部４６に表示された受信情報確認画面の表示例を示した図
であり、ユーザは、図５（ａ）に示した画面を通じて、新しく受信したアルバム名やその
アーティストを確認することができ、さらに詳しい内容を知るためにアルバムタイトルが
選択されると、図５（ｂ）に示した画面が表示されるようになっている。ユーザは、図５
（ｂ）に示した画面を通じて、選択されたアルバムに収録されている曲名やジャケット画
像を確認することができるようになっている。また、曲名の選択後、「歌詞」ボタンを入
力すると、その曲の歌詞が表示される画面に切り替わるようになっている。また、宣伝情
報が付与されている場合には、「宣伝情報」ボタンが表示され、このボタンを入力すると
、音楽ＣＤの発売日などの情報が表示される画面に切り替わるようになっており、車両Ｍ
の乗員に対して、ジャケット画像を使用した新譜の音楽ＣＤなどのプロモーションが行え
るようになっている。
【００５２】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システム１における多重放送用データ作成手段１
０とデータ提供手段２０との間で行われる処理動作を図６に示したフロ－チャ－トに基づ
いて説明する。なお、ここでは、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１と歌詞データ提供
サーバ２１との間で行われる処理動作について説明する。
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【００５３】
　まず、ステップＳ１では、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１において、歌詞データ
要求信号を歌詞データ提供サーバ２１へ送信する処理を行い、その後ステップＳ２に進む
。なお、歌詞データ要求信号を送信するタイミングは、サーバ管理者からの歌詞データ取
得指示があった場合や所定期間毎に送信する設定となっている。
【００５４】
　ステップＳ２では、歌詞データ提供サーバ２１において、第１の多重放送用ＤＢ作成サ
ーバ１１から歌詞データ要求信号を受信したか否かを判断し、歌詞データ要求信号を受信
したと判断すればステップＳ３に進む。ステップＳ３では、前回の送信から更新された歌
詞データがあるか否かを判断し、更新された歌詞データがあると判断すればステップＳ４
に進み、ステップＳ４では、更新された歌詞データを第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１
１へ送信する処理を行い、その後ステップＳ６に進む。一方ステップＳ３において、更新
された歌詞データがないと判断すればステップＳ５に進み、ステップＳ５では、更新され
た歌詞データがないことを示す未更新信号を第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１へ送信
する処理を行い、その後ステップＳ６に進む。
【００５５】
　ステップＳ６では、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１において、歌詞データ提供サ
ーバ２１から更新された歌詞データを受信したか否かを判断し、更新された歌詞データを
受信したと判断すればステップＳ７に進む。ステップＳ７では、受信した音楽ＣＤ単位の
歌詞データに対応するジャケット画像データを抽出する処理、すなわち、受信した歌詞デ
ータに付与されている音楽ＣＤの識別データを基に、ジャケット画像提供サーバ２２から
取得済のジャケット画像データの中から同じ識別データが付与されたジャケット画像デー
タを抽出する処理を行い、その後ステップＳ８に進む。
【００５６】
　ステップＳ８では、多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを作成する処理、すなわ
ち、歌詞データとジャケット画像データとを含む音楽ＣＤ単位毎のデータに、その音楽Ｃ
ＤとリンクさせるためのリンクＩＤを付与したデータを作成する処理を行い、その後ステ
ップＳ９に進む。ステップＳ９では、作成した多重放送用の歌詞・ジャケット画像データ
を歌詞・ジャケット画像ＤＢ１３に登録する処理を行い、その後処理を終える。一方、ス
テップＳ６において、更新された歌詞データを取得していない、すなわち、歌詞データ提
供サーバ２１から未更新信号を受信したと判断すれば、その後処理を終える。
【００５７】
　なお、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１とジャケット画像提供サーバ２２との間で
も、上記と略同様な処理（但し、提供するデータがジャケット画像データになる点が異な
る）が行われるようになっている。また、上記処理動作では、第１の多重放送用ＤＢ作成
サーバ１１から歌詞データ要求信号を送信して、歌詞データの送信を要求するようになっ
ているが、別の実施の形態では、歌詞データ提供サーバ２１から、更新された歌詞データ
数が所定値に達した場合や所定期間毎に歌詞データを送信する形態としてもよい。
【００５８】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システム１における多重放送用データ作成手段１
０とＦＭ多重放送手段３０との間で行われる処理動作を図７に示したフロ－チャ－トに基
づいて説明する。なお、ここでは、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１と放送局サーバ
３１との間で行われる処理動作について説明する。
【００５９】
　まず、ステップＳ１１では、放送局サーバ３１において、多重放送用データ要求信号を
第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１へ送信する処理を行い、その後ステップＳ１２に進
む。なお、多重放送用データ要求信号を送信するタイミングは、サーバ管理者からの多重
放送用データ取得指示があった場合や所定期間毎に送信する設定となっている。
【００６０】
　ステップＳ１２では、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１において、放送局サーバ３
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１から多重放送用データ要求信号を受信したか否かを判断し、多重放送用データ要求信号
を受信したと判断すればステップＳ１３に進む。ステップＳ１３では、所定数量（すなわ
ち所定ＣＤタイトル数）の多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを歌詞・ジャケット
画像ＤＢ１３から抽出する処理を行い、その後ステップＳ１４に進む。ステップＳ１４で
は、抽出された所定数量の多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを放送局サーバ３１
へ送信する処理を行い、その後ステップＳ１５に進む。
【００６１】
　ステップＳ１５では、放送局サーバ３１において、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１
１から送信された多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを受信したか否かを判断し、
多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを受信したと判断すればステップＳ１６に進む
。ステップＳ１６では、受信した多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを多重放送デ
ータ記憶部３２に記憶する処理を行い、その後ステップＳ１７に進む。ステップＳ１７で
は、多重放送するデータ（歌詞・ジャケット画像データ）の内容を切り替えるタイミング
になったか否かを判断し、内容切替タイミングになったと判断すればステップＳ１８に進
む。
【００６２】
　ステップＳ１８では、新しい多重放送用の歌詞・ジャケット画像データを音楽ＣＤ単位
で多重化部３４に送出して、多重放送を行う処理を行い、その後処理を終える。一方ステ
ップＳ１７において、内容切替タイミングになっていないと判断すればステップＳ１９に
進み、ステップＳ１９では、現在設定されている多重放送用データを音楽ＣＤ単位で多重
化部３４に送出して、多重放送を行う処理を行い、その後ステップＳ１７に戻る。
【００６３】
　なお、上記処理動作では、放送局サーバ３１から多重放送用データ要求信号を送信して
、多重放送用データの送信を要求するようになっているが、別の実施の形態では、第１の
多重放送用ＤＢ作成サーバ１１において、サーバ管理者からの送信指示が検出された場合
や所定期間毎に新たな多重放送用データを送信する形態としてもよい。また、第２の多重
放送用ＤＢ作成サーバ１２と放送局サーバ３１との間でも、上記と同様な処理動作（放送
局サーバ３１に提供されるデータが曲名データになる点が異なる）が行われるようになっ
ていおり、曲名データと歌詞・ジャケット画像データとは、時間をずらして多重放送され
るようになっている。
【００６４】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システム１に対応した端末装置４０におけるマイ
コン４９の行う処理動作を図８に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。なお、本処
理動作は、ＦＭ多重受信部４３の受信周波数がＦＭ多重放送手段３０の放送周波数に設定
され、かつ受信状態に設定されている場合に実行される。
【００６５】
　まず、ステップＳ２１では、ＦＭ多重受信部４３で抽出された多重放送用データを入手
したか否かを判断し、多重放送用データを入手したと判断すればステップＳ２２に進む。
ステップＳ２２では、入手した多重放送用データが、歌詞・ジャケット画像データである
か、曲名データであるかを判別する処理を行い、その後ステップＳ２３に進む。なお、デ
ータの判別は、データのサイズやフォーマット形式などを基に判別することが可能となっ
ている。ステップＳ２３では、入手した多重放送用データに対応するＤＢ（歌詞・ジャケ
ット画像ＤＢ５１または曲名ＤＢ５２）に登録する処理を行い、その後処理を終える。
【００６６】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システム１に対応した端末装置４０におけるマイ
コン４９の行う処理動作を図９に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。なお、本処
理動作は、所定のメニュー画面を通じて、受信情報の確認操作が検出された場合に実行さ
れる。
【００６７】
　まずステップＳ３１では、所定のメニュー画面における受信情報の確認ボタンの操作が
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検出されたか否かを判断し、受信情報確認ボタンの操作が検出されたと判断すればステッ
プＳ３２に進む。ステップＳ３２では、歌詞・ジャケット画像ＤＢ５１から、所定日数以
内に受信した歌詞・ジャケット画像データを読み出し、次のステップＳ３３では、読み出
された歌詞・ジャケット画像データと同じリンクＩＤが付与された曲名データを曲名ＤＢ
５２から抽出する処理を行い、その後ステップＳ３４に進む。
【００６８】
　ステップＳ３４では、抽出された曲名データと歌詞・ジャケット画像データとを用いて
、受信日が新しい多重放送用データの内容をユーザに確認させる画面（図５（ａ）、（ｂ
）参照）を表示する処理を行い、その後処理を終える。
【００６９】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システムに対応した端末装置４０におけるマイコ
ン４９の行う処理動作を図１０に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。なお、本処
理動作は、ＣＤドライブ４５に音楽ＣＤが挿入された場合に実行される。
【００７０】
　まず、ステップＳ４１では、ＣＤドライブ４５に音楽ＣＤが挿入されたか否かを判断し
、音楽ＣＤが挿入されたと判断すればステップＳ４２に進み、ステップＳ４２では、音楽
ＣＤから読み出されたＴＯＣ情報を取得し、次のステップＳ４３では、取得したＴＯＣ情
報を基に、曲名ＤＢ５２から音楽ＣＤに対応する（すなわち、同じＴＯＣ情報が付与され
ている）曲名データを抽出する処理を行い、その後ステップＳ４４に進む。ステップＳ４
４では、抽出された曲名データに付与されているリンクＩＤを基に、歌詞・ジャケット画
像ＤＢ５１から前記抽出された曲名データと同じリンクＩＤが付与された歌詞・ジャケッ
ト画像データを抽出する処理を行い、その後ステップＳ４５に進む。
【００７１】
　ステップＳ４５では、リンクされた曲名データと歌詞・ジャケット画像データとを用い
て、音楽ＣＤの再生時のメニュー画面（再生曲の歌詞を表示したり、ジャケット画像を表
示させた画面）を表示する処理を行い、次のステップＳ４６では、音楽ＣＤを再生する処
理を開始し、その後ステップＳ４７に進む。ステップＳ４７では、再生メニュー画面にお
ける選曲ボタンの操作が検出されたか否かを判断し、選曲ボタンの操作が検出されたと判
断すればステップＳ４８に進む。
【００７２】
　ステップＳ４８では、リンクされた曲名データと歌詞・ジャケット画像データとを用い
て、選曲メニュー画面（図３参照）を表示する処理を行い、その後ステップＳ４９に進む
。ステップＳ４９では、選曲メニュー画面において曲が選択されたか否かを判断し、曲が
選択されたと判断すればステップＳ５０に進み、選択された曲を再生する処理を行い、そ
の後ステップＳ５１に進む。
【００７３】
　一方ステップＳ４７において、選曲ボタンの操作が検出されなかったと判断した場合、
あるいは、ステップＳ４９において、曲が選択されていないと判断した場合にはステップ
Ｓ５１に進む。ステップＳ５１では、再生の終了操作（例えば、音楽ＣＤの排出、終了ボ
タンの操作など）が検出されたか否かを判断し、再生終了操作が検出されていないと判断
すればステップＳ４７に戻る一方、再生終了操作が検出されたと判断すれば、その後処理
を終える。
【００７４】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システム１に対応した端末装置４０におけるマイ
コン４９の行う処理動作を図１１に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。なお、本
処理動作は、ＣＤドライブ４５に音楽ＣＤが挿入された場合に実行される。なお、図１０
に示した処理動作と同一内容の処理動作には、同一符号を付して、ここではその説明を省
略する。
【００７５】
　ステップＳ４６において、音楽ＣＤを再生する処理を開始した後、ステップＳ６１に進
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む。ステップＳ６１では、音楽ＣＤから読み出したデータを音楽ＤＢ５３に録音する処理
を開始し、その後ステップＳ６２に進む。ステップＳ６２では、音楽ＤＣの録音が終了し
たか否かを判断し、録音が終了したと判断すればステップＳ６３に進む。ステップＳ６３
では、上記ステップＳ４３、Ｓ４４にて抽出された曲名データと、歌詞・ジャケット画像
データとを、録音された音楽ＣＤのデータに付与して音楽ＤＢ５３に記憶する処理を行い
、その後処理を終える。
【００７６】
  次に実施の形態に係る楽曲データ配信システム１に対応した端末装置４０におけるマイ
コン４９の行う処理動作を図１２に示したフロ－チャ－トに基づいて説明する。なお、本
処理動作は、音楽ＤＢ５３の音楽データの再生操作が検出された場合に実行される。
【００７７】
　まず、ステップＳ７１では、ＨＤＤ４８内の音楽ＤＢ５３から音楽データを読み出して
再生させる操作が検出されたか否かを判断し、音楽ＤＢ５３の再生操作が検出されたと判
断すればステップＳ７２に進む。ステップＳ７２では、音楽ＤＢ５３の再生モードを選択
する再生モード選択画面を表示する処理を行い、その後ステップＳ７３に進む。
【００７８】
　ステップＳ７３では、選択された再生モードが、アルバムモードか否かを判断し、アル
バムモードが選択されていないと判断すれば、選択されたその他の再生モードの処理へ進
む一方、アルバムモードが選択されたと判断すればステップＳ７４に進む。ステップＳ７
４では、音楽ＤＢ５３に記憶されたジャケット画像データを用いて、収録されたアルバム
のジャケット画像をリスト表示するアルバム選択メニュー画面（図４参照）を表示する処
理を行い、その後ステップＳ７５に進む。
【００７９】
　ステップＳ７５では、ジャケット画像によるアルバムの選択操作が検出されたか否かを
判断し、アルバムの選択操作が検出されていないと判断すればステップＳ７２に戻る一方
、アルバムの選択操作が検出されたと判断すれば、選択されたジャケット画像に対応する
アルバムの再生処理へ進む。
【００８０】
　上記実施の形態に係る楽曲データ配信システム１によれば、歌詞データ提供手段２０か
ら歌詞データ、及びジャケット画像提供サーバ２２からジャケット画像データが第１の多
重放送用ＤＢ作成サーバ１１に提供され、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１において
、前記入手した歌詞データ及びジャケット画像データを含むデータに、当該データに対応
した音楽ＣＤとリンクさせるためのリンクＩＤを付与したデータが作成され、ＦＭ多重放
送手段３０において、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１から提供された多重放送用の
歌詞・ジャケット画像データが放送番組と関連させることなく放送波に重畳して放送され
る。したがって、ＦＭ多重放送を利用することにより、端末装置４０に面倒な操作や作業
を行わせることなく、広範囲で簡単に歌詞データやジャケット画像データを提供するサー
ビスを実現することができる。また、多重放送用の歌詞・ジャケット画像データには、当
該データに対応した音楽ＣＤとリンクさせるためのリンクＩＤが付与されているので、端
末装置４０において音楽ＣＤを再生する場合などに、歌詞データやジャケット画像データ
を利用した曲の選択等が可能になり、聴きたい曲の選択等を容易に行わせることができる
ようになる。
【００８１】
  また、第１、第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１、１２において、音楽ＣＤ単位で多
重放送用の歌詞・ジャケット画像データ、曲名データが作成され、ＦＭ多重放送手段３０
において、第１、第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１、１２で作成された多重放送用の
各データが、音楽ＣＤ単位で放送波に重畳して放送されるので、ＦＭ多重放送手段３０に
おける多重放送にかかる負荷を低減させることができ、端末装置４０に対しては、音楽Ｃ
Ｄ単位で多重放送用の各データを受信させることができ、多重放送用の各データを入手す
るために、長時間連続して多重放送を受信させる必要がなく、多重放送用の各データを効
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率よく入手させることができるシステムを実現することができる。
【００８２】
  また、ジャケット画像提供サーバ２２から提供されるジャケット画像データに音楽ＣＤ
の宣伝情報が付与された場合、第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ１１において、ジャケッ
ト画像データに音楽ＣＤの宣伝情報を付与した多重放送用のデータを作成し、ＦＭ多重放
送手段３０により、ジャケット画像データに音楽ＣＤの宣伝情報が付与されたデータが放
送される。したがって、端末装置４０に対して、ジャケット画像データに音楽ＣＤの宣伝
情報が付与された多重放送用データを配信することができ、端末装置４０では、ジャケッ
ト画像データと音楽ＣＤの宣伝情報とを利用することにより、視覚的な効果を高めた音楽
ＣＤの販売プロモーションを行うことが可能となる。
【００８３】
  また、第２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１２により、曲名データ提供サーバ２３から提
供された曲名ＤＢのデータに、歌詞・ジャケット画像データとリンクさせるためのリンク
ＩＤが付与された多重放送用の曲名データが作成され、ＦＭ多重放送手段３０により、第
２の多重放送用ＤＢ作成サーバ１２により作成された多重放送用の曲名データが放送番組
と連動させることなく放送波に重畳して放送されるので、端末装置４０に対して、多重放
送用の歌詞・ジャケット画像データとリンクさせるためのリンクＩＤが付与された曲名デ
ータを配信することができる。
【００８４】
  また、実施の形態に係る楽曲データ配信システム１に対応した端末装置４０によれば、
ＦＭ多重受信部４３を通じて、ＦＭ多重放送手段３０から送信された放送波を受信し、該
受信した放送波に多重された多重放送用の歌詞・ジャケット画像データや曲名データを抽
出するので、インターネットなどの通信ネットワーク２に接続する面倒な操作や作業をユ
ーザに行わせることなく、歌詞・ジャケット画像データや曲名データを自動的に入手する
ことができる。また、放送波を利用することで、通信費を負担することなくデータを入手
することができる。また、ＨＤＤ４８に記憶されている曲名ＤＢ５２のデータと、歌詞・
ジャケット画像データとを、リンクＩＤを基にリンクさせることができ、該リンクされた
曲名データと、歌詞・ジャケット画像データとを用いた様々な処理を実現することができ
る。
【００８５】
  また、音楽ＣＤの再生時において、リンクＩＤを基にリンクされた曲名データと、歌詞
・ジャケット画像データとを用いて、選曲メニュー画面や再生メニュー画面を表示する処
理を行うので、曲の選択メニュー画面や再生メニュー画面にアルバムや曲のタイトルだけ
でなく、曲の歌詞やジャケット画像を表示させることができ、ユーザは、音楽ＤＣに関連
した、より多くの情報を参照することができ、曲の歌詞（歌い出しやさび部分など）を表
示することで、曲のタイトルだけでは選択したい曲が分からない場合でも、曲の歌詞から
ユーザが所望する曲を的確に選択することができるようになり、また、ジャケット画像を
表示することで、アルバムのタイトルだけでは選択したいアルバムが分からない場合でも
、ジャケット画像からユーザが所望するアルバムを的確に選択することができる。
【００８６】
  また、リンクＩＤを基にリンクされた曲名データと、歌詞・ジャケット画像データとを
、ＨＤＤ４８内の音楽ＤＢ５３に収録する音楽ＣＤのデータに付与して記憶する処理を行
うので、音楽ＣＤに対応するアルバムや曲のタイトルだけでなく、曲の歌詞データやジャ
ケット画像データもリンクさせて音楽ＤＢに記憶させることができる。そして、ＨＤＤ４
８の音楽ＤＢ５３に録音された音楽データを再生する場合に、リンクされた曲名データと
、歌詞・ジャケット画像データとを用いて、選曲メニュー画面や再生メニュー画面を表示
する処理を行うので、音楽ＤＢ５３の選曲メニュー画面や再生メニュー画面にアルバムや
曲のタイトルだけでなく、曲の歌詞やジャケット画像を表示させることができる。すなわ
ち、録音された音楽ＤＢ５３の中から聴きたいアルバムや曲を選択する場合などに、アル
バムや曲のタイトルだけでなく、曲の歌詞やジャケット画像を利用した選曲が可能になり
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様な選曲方法を実現することができる。
【００８７】
  また、リンクＩＤを基にリンクされた曲名データと、歌詞・ジャケット画像データとを
用いて、受信した多重放送用データの内容をユーザに知らせる画面を表示する処理を行う
ので、受信内容の確認画面にアルバムや曲のタイトルだけでなく、歌詞やジャケット画像
、さらにアルバムの宣伝情報などを表示させることができ、歌詞やジャケット画像から受
信したデータの内容を確認させることができるとともに、端末装置４０を使用するユーザ
に視覚的な効果を高めた音楽メディアのプロモーションを行うことができる。
【００８８】
　なお、上記実施の形態では、端末装置４０が、車載用のオーディオ機器に適用された場
合について説明したが、車載用に限定されるものではなく、ＦＭ多重受信機能を有した携
帯型の各種の端末装置にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の実施の形態に係る楽曲データ配信システムの概略構成図である。
【図２】実施の形態に係るデータ配信システムに対応した端末装置の要部を概略的に示し
たブロック図である。
【図３】端末装置の表示部に表示された選曲メニュー画面の表示例を示した図である。
【図４】端末装置の表示部に表示された選曲メニュー画面（アルバム選択画面）の表示例
を示した図である。
【図５】（ａ）、（ｂ）は、端末装置の表示部に表示された受信情報確認画面の表示例を
示した図である。
【図６】実施の形態に係る楽曲データ配信システムにおける多重放送用データ作成手段と
データ提供手段との間で行われる処理動作を示したフロ－チャ－トである。
【図７】実施の形態に係る楽曲データ配信システムにおける多重放送用データ作成手段と
ＦＭ多重放送手段との間で行われる処理動作を示したフローチャートである。
【図８】実施の形態に係る楽曲データ配信システムに対応した端末装置におけるマイコン
の行う処理動作を示したフロ－チャ－トである。
【図９】実施の形態に係る楽曲データ配信システムに対応した端末装置におけるマイコン
の行う処理動作を示したフロ－チャ－トである。
【図１０】実施の形態に係る楽曲データ配信システムに対応した端末装置におけるマイコ
ンの行う処理動作を示したフロ－チャ－トである。
【図１１】実施の形態に係る楽曲データ配信システムに対応した端末装置におけるマイコ
ンの行う処理動作を示したフロ－チャ－トである。
【図１２】実施の形態に係る楽曲データ配信システムに対応した端末装置におけるマイコ
ンの行う処理動作を示したフロ－チャ－トである。
【符号の説明】
【００９０】
１　楽曲データ配信システム
１０　多重放送用データ作成手段
１１　第１の多重放送用ＤＢ作成サーバ
２０　データ提供手段
２１　歌詞データ提供サーバ
２２　ジャケット画像提供サーバ
３０　ＦＭ多重放送手段
３１　放送局サーバ
４０　端末装置
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              年１０月　１日，第１５巻，第１１号，ｐ．１７７
              ｉＴｕｎｅｓ Ｐｌｕｓ！，Ｍａｃ  Ｐｅｏｐｌｅ，株式会社アスキー，２００４年　３月　１
              日，第１０巻，第５号，ｐ．４４－４６
              松山茂，自分流「ｉＴｕｎｅｓ」の一歩進んだ楽しみ方，Ｍａｃ  Ｆａｎ，株式会社毎日コミュ
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              ｅ  Ｐｌｕｓ  ２００４，株式会社アスキー，２００４年　４月　１日，第１５巻，第５号，ｐ
              ．１２２－１２７
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